
アンケート回答期間：令和８年１月 15 日～２月８日 

 

Q2：選択肢以外であなたが必要とする「大切な視点」があればご記入ください。 

 

市民からの税金だということ 

現庁舎を残すということは、今後も一定の維持管理費が発生することになるが、費用は税

金であり残す必要性を示すことができるのか疑問があります。 

必要性の根拠が必要な視点と考えます。 

多額の税金を導入するので建設費を分かりやすく説明して欲しい。 

将来の負担が少ないのが良い。 

箱型のビル形態 

跡地が空き地になるのは避けてほしい 

市民の方々が気軽に集える、イベントスペースやボランティアやサークル活動の貸しス

ペース、総合診療が目的の保健福祉施設(診療所)など、市民に解放された施設にすれば、

市もこれを機に活性化出来るのでは？ 

時間外でも利用できる飲食店 

庁舎内の動線が悪すぎる。 

甲賀市役所に行ってみてさらに感じる。 

お金はかかるが誰が訪れても分かりやすく安心して待てるような内容にしてほしい。 

古い！ダサい！動線の悪さ！トイレの汚さ！待ち時間の長さ！ 

耐震不足で新しく建て替えるのに古いのを続けて使うのはおかしい 

潰して駐車場にしないと駐車場が足りなくなるでしょうが？ 

C 案になる場合は、かまどベンチの設置や、下水直結のマンホールトイレなども検討して

ほしいです。 

老年者と若者・子ども達の交流の場を設けては 

障がい児、その家族が、長期休暇や放課後の過ごし（園や学校の後）の場所として、気軽

に立ち寄れるようなスペースを確保して頂きたいです。 

老朽化や耐震性能不足が原因で新庁舎への建て替え、移転が決定したのなら、その後の利

用については、万が一の時に危険が伴うということだと思います。現状のまま何かに利用

することには反対です。解体して駐車場などに利用するのが良いと考えます。 

残すのは良くないと思う。何のための移転なのか？という気持ちになるので 

新庁舎周りの緑化をして欲しい。 

耐震老朽化で建て替えるのに、災害拠点や市民が使用する場所等の選択肢がある事がお

かしいのではないか。 



JR 駅前でありながら人が集まらない湖南市、問題です。 

中央在住ですが、役所の建物や市職員の駐車場ばかりが目立つ、もっと活性化する土地活

用に期待します。 

市民が使おうと思う仕掛け 

例えばコンビニやカフェの設置、使い勝手の良い区画割、安価な使用料、手間のかからな

い申請手続き 

今のことよりも数十年後の事も考えてつくってほしい（後 10 年後にいなくなる人の意見

よりも子供達の世代の為に） 図書館や市民交流スペース 小規模ホールや喫茶スペー

スを一体化した建物 など 

空いた場所の有効活用と若い世代が湖南市にいつまでも居てもらえるようなコミュニテ

ィ場所を増やしてほしい 

決まったものはしょうがないので、税金を大切に使用して下さい。 

建て替える予算が大きすぎると思う。湖南市の規模や他市と比べても、もう少し削減でき

るのではないか。他にもっと早急に対応が必要なものがあると思うのでそちらにまわし

てほしい。未来への借金だと思うとそれを子供に背負わせるのかと不安になるし、このよ

うな予算の使い方ばかりされると他市への転居も考えたくなる。 

市民の交流の場 

市民が有効活用可能な場 

市民の健康促進、介護関連の場 

未来永劫、何かしら収入源になるような施設にして欲しい。 

コインパーキング、月極駐車場。RV パーク。湖南市の魅力がわかりません。 

 旧庁舎のみを対象にして残す・撤去するで市民からアンケートを採られることは、一部

をとらえて また「混乱」の材料とされることになります。 

５０年近くも経ち耐震基準を満たしていない庁舎は取り壊すことが最良と結論された。

と思っておりました。 

 その撤去方法を経済・環境・工期等に配慮して安全に作業を進められるのは行政の仕事

です。跡地を駐車場か防災広場にすることも同様です。 

選択した 3 項目を前提に計画を進めて欲しいが、元々旧耐震基準の建物であり、何らか

の補強工事は併せて進めて欲しい。 

旧庁舎を残す意味が解らない。 

必要機関が離れていることで、連携が取りにくい場所があります。一つに統合され、市民

が一度で手続きが完了できる新庁舎を希望します。 

資金の無駄な使い方はしない 

市民に寄り添う使い方が必要 

機能的で使い易い庁舎にして欲しい。 



見せかけの装飾よりも、機能的な庁舎にするべきではないか 

高齢化が進む中で、市役所を利用する際の交通手段の確保 乗合停留所としての安全な

場所や環境の確保も必要かと思います 

解体してお年寄りが西庁舎に行かなくて役所機能が整った施設を作って欲しい 

自然とひとだまりができ、交流が生まれる新庁舎をテーマとするならば、現庁舎の外観、

内装はそのイメージからかけ離れるように思う。またモニュメントと呈するには、第三者

目線からすると、その意図は伝わるのか疑問である。あくまで発信者側だけの意図に過ぎ

ないのでは。 

利活用に際しては耐震補強、内装改修には多大な予算が必要であることが見込まれる。こ

のことから一概にはいえないが、旧庁舎は解体し、一旦は更地にすることにより今後の利

活用の幅も増えると思う。行政での管理運用が難しければ、例えば民間委託等によって利

活用してもらうのも一案であるように思う。 

湖南市の公舎建造として国内外にアピール価値のある建造物となってほしい 

岐阜市中央図書館(建築家 伊東豊雄氏)のイメージを市公舎するような斬新さがあって

欲しい 

無駄にお金をかけて豪華にしたり、デザイナーにデザインさせたりせず、シンプルで機能

的な建物にしてほしい。 

役所の人は「自分の仕事場」でもあるからオシャレな建物にしたがる。無駄はやめてほし

い。 

維持管理に費用が掛からず将来 負動産にならないようにしてほしい。C 案でよい。 

市民のための建物 

維持費が負担にならないこと。 

雑な計画による無駄は無くしてほしい。 

素人の市役所職員が考える案は、結局無駄な税金使用になってしまわないか不安。都市作

りの専門家の意見を聞いてほしい。中央地区には災害時の避難所がないので、避難所とし

ての機能も併せ持つ施設が良い。 

期日前投票を一階で出来るようにして欲しい。 

2 階建でいいのでは？ 

物価高で市民が苦しむ中で建て替えているという謙虚さの感じられる事業にしてほし

い。 

使いやすいトイレ 

市民以外にも誰でも利用できる施設（レストランやカフェやマルシェ等）を作り市外の方

にも湖南市の魅力を知ってもらう。 

 

外国人に頼らず日本人が活躍できる日本人が住みやすい街を作る拠点となってほしい。 



現在、職員用の駐車場を近隣の貸駐車場に依存しているので、跡地は駐車場にしてはどう

か？ 

賃料がいくらか不要になるのでは？ 

レガシー的な建物・モニュメントは不要だと思います。 

早くやらないともっと高くなります 

耐震防災については、特に火災防止対策を配慮する為には各家庭に保管された古ブレー

カーを震度 5 度程度以上の新機器､交換すれば､地震が起こっても自動的に切れる火災を

防ぐ必要なのです。その為には､市民安全を配慮する為には補助対策して欲しい！！ 

建て替えではなく、現在の庁舎を、残してほしい。湖南市の歴史として。 

新庁舎建て替えは、現庁舎の耐震性等安全面での問題があるとのことで検討されていた

とおもいます。ならば、それを継続使用することで、問題が生じた時のリスクをかんがえ

ることも大切ですね。 

解体して駐車スペースにする 

市職員の勤めて良かったと思える職場にする事 

自ずと市民との輪が広がり 

交流が芽生える 

将来の負担を少なく 

民間、市民どちらも活用、使用出来る建物に 

甲西駅からも近いので駐車場を市民に利用してもらう。 

草津線の利用にもつながると思います。 

新庁舎にゆったりとした、駐車場の確保が必ずお願いします。 

来庁しても、駐車場が一杯で使用出来ないことがある（有料化等にして、不法駐車の対策

をしてほしい＊来庁者は無料） 

新庁舎への建て替え、移転に伴い、現在同敷地内にある湖南中央消防署やその他の施設は

どうなるのか。 

平日に人溜まりが起こるとは考えにくいのではとおもいます。 

常に市民が利用する施設。 

災害時に安心して使用できる施設。 

選択肢以外ではありませんが、甲賀市の「まるーむ」のような施設が必要だと思います。

自習室もあり、人が集える場所が必要です。市民笑顔率は極めて低い実情に目を向けてほ

しい、機会が整えば他市へ転居する予定です。 

日頃忙しくされてる職員の方が効率よく働きやすくなるような場所になったらいいと思

います。 

高齢者も視点に 



デザイン性や見栄えはどうでもよい 

短期的な視点に留まらず、将来「過去に〇〇という目的で整備されたんだけど、今は誰も

使ってないんだよね～」とならないようにしっかりと検討してほしい。 

平面駐車場となる部分 半面とまでは言いませんが  災害時に安く提供出来るような 移

動式ホテル  （現在湖南市夏見に ファミマ付近にありますが）通常時は普通価格にし 人

件費のかからない食事提供も含むが  利益も出でくると思われるので 良いかと…… 

新しい庁舎が建つのなら、撤去して 

駐車場や中学生や学校生も含めた子供の施設誘致等して欲しい 

西庁舎を 今後どう活用するのかを 東庁舎と同時に 同様に 進めてください 

 生田市政からではありますが 東庁舎だけを進める松浦市政のやり方に 怒りを感じ

ます 

 これまでも 東庁舎だけ リニューアルなどのいろいろなアンケートや意見交流会を

行い 西庁舎については あの辺りに 公共施設を作る 具体的には考えていないとの

扱いです 

石部図書館や石部文化ホールの扱いも 西庁舎と同様です 

 これらの施設に対する市民の意識 声にしっかり向き合わず 東庁舎や甲西図書館な

どだけ どんどんリニューアルなどの計画を進め 西庁舎 石部図書館 石部文化ホー

ルから 市民の意識をそらそう 遠ざけよう そして 庁舎・図書館を無くそうという

意識を市民に持たせ強めようという松浦市政のやり方は ずる賢く 怒りを感じます 

 アンケートにそぐわないと おそらく いやきっと この声も 公にならず ほって

おかれると思いますが 書く項目が設けられてないので ここに書きました 

市民が行きたいなと思う場所であってほしい。 

西庁舎に東庁舎と同じ機能を組み入れてください。東庁舎は遠いです。 

東や西に跨って手続きに行かなければならないような、不便な部署の配置にならないよ

うにしてもらいたい。 

解体はしっかりして 無理にハコモノつくる必要はないと思います 

何時でも気軽に自由に行って時間を過ごせる場所を作って欲しい。 

バスケットボール?などが出来るみんなが集まる場所。と駐車場、市民プールなど子供た

ちから年配の方まで健康的な場所になれば良いかと 

さっさとやって、物価が高くなる前にやるべきだった。 

他の市町村の取り組みでうまくいっている事例を知る事。 

一拠点集中行政では無く、各地地域の情勢を考慮した分散型行政の拠点作り 

新市庁舎は単なる事務棟としてではなく、市民たちが幅広く使えるという思想のもと設

計すれば、旧市庁舎は不要になるはず。コスト的にも不要と思う。 



老朽化や耐震性で新築するのに旧庁舎を残す考え方はおかしいかと思います。解体はす

るべき。 

A 案 B 案共に内容だけは共感できるが、旧庁舎の維持管理費が高額になるのではないか

と不安。 

それなら新築の庁舎に同じ機能を持たせた方が良い。 

市民みんなが誇れるような活用法をお願いします 

誰もが分かりやすく利用しやすいゾーン 

どの視点も大事なことと思います。まずは、行政手続き等が庁舎内で完結できるよう、動

線短いことが一番と思います。改築することが先行していて、3 点を検討対象とされてい

ますが、行政機能どう持った上での整備していくかの質問が欲しかったです。 

高齢者自身が、巡回バスで気軽に行ける交流の場を提供して欲しいです。 

歴史のある素敵な建物だと思うので無くなることは惜しい。湖南市の色々な年代の人が

交流できる場にしてほしい。 

甲賀市役所と比較するとあまりに金額が違うことに疑問を感じます。（その頃の物価とち

がうことは思いますが） 

費用対効果の視点を重要視してほしい。旧耐震のため解体することは避けられないと思

います。解体後、駐車場にするにしても芝生広場にするにしても維持管理が必要です。お

そらく市役所では維持管理に大きな費用を割くことが難しいと思われ、最低限の維持管

理費では綺麗に保つことが困難と思います。ですので、維持管理が物理的に簡易で、か

つ、費用面を抑えられるものが望ましいです。芝生広場にして維持管理は草刈りだけな

ど。無駄に植樹して維持管理費用を底上げはしてほしくないです。 

図書館も一緒に庁舎中に作って欲しい。 

少しでも有効活用をしてください 

地震や災害で 崩れる可能性があるから建て替えるんですよね 

残すことには反対です 

耐震性安全性を優先したらよい 

デザインより機能性を第一に考えて 

湖南市の財政にあった物を造って欲しい 

子供が室内で遊べる場所。 

不登校者が学べる場所。 

療育できる場所。 

言葉の教室。 

子供の為に活用してほしい。 

東庁舎は現状の手続き機能はそのまま必要でモニュメントなど無駄な物は不要 



後世に生まれてきた子供達に 昔はこんな東庁舎だったよと伝え 伝承して行くべき 

合併した時のシンボル施設的存在 平成から令和まで 三人の市長と共に 市民を見守

り 

そして歩んできた  

来庁がしやすくないと意味がない 

災害が多いので、災害時に特化したものを一つあるとみんなの防災力向上や知識にもつ

ながると思います。 

普段から子どもが集まれる場所などの提供拠点にもなってほしいです。 

みんなが使いやすく、来たいと思える場所にする 

C 案のみ賛成です。 

早期に対応しないと、市長も替わる可能性がある。何でも、急がなければあきません。 

耐震基準に引っ掛かるのであれば この建物を存続させる提案をすることが 何を考え

ているのか意味不明。 

 

しっかりと提案、アンケートを考えなければならいのでは？ 

 

駐車場にしたいのであれば その一択で提案すれば良い。 

 

また上記選択肢以外に土地売却による利益を市民へ還元すれば（個人へではなくとも方

法はある） 市民は市長を次期も支持するのでは？ 

民間企業などに区分けしてテナントの募集をして賃貸料を市の収益ににしては行けない

のでしょうか？ 

市議会で決めればいい。市民の意見を何度聞いたら決断できるのか、責任を取りたくない

から市民の総意を反映したいのかと疑問。自分達で決め、市民を納得させる根拠のある説

明をしたらいい。 

例えば守山市役所のような綺麗なレストランを併設させるなど、他の市町村を参考にし

て、市民に選ばれた市議会で決めればいい。建て替えの議論を一体何年続けているのか、

他に議論することがあると思う。湖南市ってここがスゴい、という点を１つでも示してほ

しい。 

住みよい街作りや市民が笑顔になれるまちづくり 

潰せばいいと思います。 

公園拡張という形で広場にすればいいと思います 

最近転入したが、まず市役所に入るところがよくわからなかった。誤って曲がったらラム

ーだった。もう少し案内の仕方があると思う。駐車場は広くて良かったが、市役所は暗い

し、やってんのか心配した。トイレの数も少ないし、臭かった。 



老朽化に伴い建て替えも良いが、本当にその設備が必要かしっかり考えて、次の庁舎を建

ててほしい。市民に寄り添う家具や内装であってほしい。 

耐震に問題があるため新庁舎を作るという目的があるのに、利活用するという案が出て

くることが謎です。活用できるなら庁舎として利用できるのでは 

ランニングコストを考えると旧庁舎は取り壊した方が得策だと思います。取り壊したう

えで今の掲揚ポールあたりに旧庁舎のレガシーとして模型などを置いとけばいいのでは

ないでしょうか。 

解体に反対する議員が一人でもいたら減築して議場だけ残せばいい。建築費が倍になっ

た責任は議員にある。特に前市長を担ぎ上げた 13 人の議員に責任を取らせたらいい。議

員は言いっぱなしで責任を取ろうとしない。 

今の庁舎跡地は駐車場にして、文化ホール側の道路を挟んだところに庁舎を建て、歩道橋

（回廊？）で繋ぐ。現在の文化ホール側の駐車場は現在の庁舎後にまとめる。 

雨対策で屋根やエレベーターを設置する。など、 

今まで西庁舎が便利だった人たちのために西庁舎←→東庁舎間のバスを増やす。 

 

など、どうせ建てるのなら全ての人に優しい建物にするべきだと思う。 

3 つの施設｢文化ゾーン｣が相乗効果となり、まちの賑わいを創出してほしい。湖南市に若

者、子どもたちの笑顔、笑い声が響き合うまちになればいいな…… 

数々の文化賞を受賞された湖南市在住の彫刻家｢深田充夫氏｣の作品が文化ゾーンにあれ

ば、それが象徴となるだろう。 

職員の方が快適に働いてもらえる職場環境 

耐震性に問題があるということでの移転であれば、旧庁舎の再利用は難しいのではない

か。 

税金を使うのであれば、市民が利用しやすい施設にすることが必要。災害時にも利用でき

るようにするべきだし、もっと時間をかけて検討してほしい。 

市民の利用頻度に合わせた、レイアウト及びスペースの配慮 

湖南市で事業をされている方の PR のイベントが出来る広場などがほしい 

本当はそのまま残して欲しい 

つまらない真四角な建物よりずっと好きでした 

色々なイベントが開催されたり、くつろげるカフェがあったり…市民が用事が無くても

フラッと立ち寄りたくなるような施設及び運営をお願いします。 

図書館や公園にも言えることであるが公設のエリアを新設するのに、避難エリアになる

こともあるのに全体を嵩上げを計画しなくていいのか。 

地震の揺ればかりことさら取り上げているが、新庁舎付近だけ嵩上げすると、図書館やホ

ールや公園や今アンケートのあるエリアは、水没を前提にするということなのか。 



①国や県から何らかの補助金が引き出せないか精査する 

②広く意見を募りかつ十分な議論を尽くす審議会を設置し、かつそこで討議された内容

は議事録を公開する 

湖南市の地域活性化に貢献している民間企業や市民団体、個人の意見を反映して欲しい 

市民との良き交流の場にしてください。 

費用はできるだけかけない。 

甲賀市役所みたいなビル型の大きな建物にしなくて、小さい建物にしてほしい。 

維持管理のほうが大事だから、小さく、管理しやすく、次世代に建替えしやすい市役所に

してほしい。 

シンプルな建物。 

甲西駅に直結する建物。 

わかりやすい場内看板、用途別案内地図又外観と施設は維持費が抑えられる設計で 

どれも大切な視点だと思います。使用可能なスペースや予算を考慮してご配慮下さい。 

ネット環境 

図書館、保健所など入り総合庁舎としての市役所が良いと私は思います。 

保健センターと福祉センターを一体化した保健、福祉の拠点を併せて整備するなど、同じ

場所ですべての所用が終わることがよい 

新しい建ててほしい 

現状、様々な施設や催しでは年齢のよる壁がある(自然と生じるレイヤーのようなもの)よ

うに感じまた、集える施設が湖南市にはない。 

子供達、赤ちゃんから高校生までか集って遊んだり勉強したりできる多目的なスペース

として活用してほしい。 

お年寄りも同じように集い、地域の子供達を地域で自然に育てられるような優しいスペ

ースができるような、優しさのある空間として活用できないか？ 

大した設備はなくても、飲み物の販売機と机や椅子、ミルクなどの給湯設備とトイレ、冷

暖房くらいかな？ 

走ったり転がったり大きな声を出しても誰も怒らない、大人も一緒に遊べるような。 

勉強したい学生にはそれなりの、語り合いたい人にはそのための。 

図書館も近いし最高の立地になるように思える。 

100 年に一度ある地震や野洲川の氾濫の事を考えたら、現在の庁舎は利用出来ない。障が

い者、高齢者が利用しにくい庁舎は、この際、全部壊した方が良い。 

HAT のような入りにくくて、あまり有効に使われていないような施設はやめてほしい 

開放的であってほしい 

老朽化してるので早く建て替えて立派な庁舎を建設して欲しいです。 

バリアフリーで車椅子が安心して利用できる建物をお願い致します??♂? 



湖南市外から集まれるスペース、イベントがおればいいと思う。湖南市には何もない 

今では他市外、行かないと遊べない食事できない ファミレス１軒もない 

イオンタウン前はいつも渋滞するのになぜ 4 車線化早く進めれない 

ゴミのポイ捨てがそこら中にあるなと県外から来て昔から思う 

税金の無駄使いにならないようにして欲しい 

地域の活性化 

湖南市何もない 

何の役にも立たない利用価値のないモニュメントは要りません 

湖南市政をより住民に開かれたものにするための施設のあり方を、多角的、かつ慎重に考

慮してほしい 

音楽が出来る、観れる所が欲しい。 

職員さんのモチベーション向上 

耐震がないなら解体を望みます。 

高齢者や障害者などが使いやすい駐車スペース、また駅からも近い場所なので、広く市民

が使えるよう考えて下さるといい。 

災害時、広場としても柔軟に活用できるようにしてほしい。 

新庁舎が出来るのだから、旧庁舎は、当然取り壊すべき、そのまま残して活用するなん

て、あってはならない。無駄の最たるものだ。 

高齢化社会である現状を考え、老人を集めた集合住宅を建設して医食の住民サービスを

集約する事で公益負担を減らす。 

なるべく経費を 

押さえて華美なものを作らない。 

市の財政に負担をなるべく少なくしてほしい。 

市民目線で模索して頂きたいです 

東庁舎や職員駐車場に勝手にとめている人を排除するように、甲賀病院のような有料に

してほしい 

たらい回しを抑止対策、受付窓口を減す、一元化し、余分な職員を減らす。 

無くしてしまうことではなく、活かすことで、生まれる対価を考えた活用方法を望みま

す。例えば、市民のために生かされることで、相乗効果があるような… 

湖南市の人口が増えるには、何が足りないのか…何があれば人が集まってくるのか… 

将来を見据えて、｢あったらいいな｣と、みんなが思えるものが実現してほしいです。 

現実、子どもの貧困により幼少期の経験不足が、将来の貧困にも繋がっています。 

このサイクルを断ち切るために、市民のみんなが、気軽に習い事や、様々な経験ができる

施設完備、を望みたいです。 

特に、外国籍の方も増えています。幼少期の学習の不足や、経験の不足(スイミング、ス



ポーツ、芸術に触れたりなど)は、将来の貧困を生むだけではなく、犯罪も生むことにな

ると感じています。誰もが、豊かな望んだ経験を幼少期から重ね、湖南市に住むことで、

豊かな人生を営み、幸福度が高まる町になってほしいです。なので、ぜひ、今よりも、幅

広く、湖南市の誰もが利用できる市民講座や学習、体験、孤独を感じる人の居場所などの

機会を増やす場所にしていただきたいです。 

環境への配慮、若者や子どもたちが集える場所に、まちが活気づくように 

市民が安心して参加、意見が出せ、交流を深めたり楽しんだりする場を保証してほしい。 

今後、さまざまな使い方ができるような「柔軟的な」庁舎であってほしい。 

レガシーとして残すことも考えつつ、枠にとらわれない柔軟な発想で考えて欲しい 

新庁舎建替えの発端は現庁舎の耐震性不足である。近い将来に大地震発生が予測されて

いるため、耐震性に大きな問題があると診断されている現庁舎は解体すべきと考える。 

また、跡地の活用としては、年々発生の規模や被害が大きくなっている自然災害(地震、

大雨、火災、猛暑等)が発生した時に備える場所と施設として活用すべきと考える。 

費用面、使用方法について、目先のことではなく、将来的なことをよく吟味して決めてほ

しい。 

 

高齢の方の偏った意見を聞くことがあるが、無理に取り入れようとしないでほしい。 

東庁舎の駐輪場が暗くて怖いので、明るく見通しのよいスペースにしてほしい。 

子供が遊べるスペース  

明るい塗装 

太陽光パネルの設置 

子どもたちが自習できる場所がないので作って欲しいです。 

建物が古すぎる 

耐震ではなく、建て替えることに反対はしない。ただし、レガシーは不要。 

外観を特徴的にするのも不要。 

庁舎で威厳を示す必要はなし。 

湖南市の特色は庁舎ではなく、独自の施策で示してほしい。 

駐車スペースの確保 

甲賀市のてるてるパークのような無料で子どもたちが遊べる施設を考えてほしい。（子ど

もたちの遊び場が少ないので） 

年々人件費も材料費も上がっていく。下がることはない。なのになんで早く新庁舎建設し

ないの？ 

いつか建て替えが必要なら、最低限の地震対策などではなく、多少過剰で良いから長く安

全に使えるものを早く建て替えて欲しい。ランニングコスト考えたら最短で動く方が賢

いのに、ただただ無駄遣いしたくない！という今しか考える方ができない人間の声が取



り上げられるのはどうなんだろうか。甲賀市はイキイキしてて、湖南市はどんどんゴース

トタウン化している。若者が住みたくないのもわかる気がする。 

あらゆる世代の湖南市民のみなさんに、「湖南市にこの場所があってよかった！」と思っ

てもらえるような新庁舎および周辺施設であってほしいです。 

他市町のようなオシャレでキレイな庁舎を望む声も多くあると思います。それももちろ

んステキなことですが、湖南市民のみなさんが特別な用事あってもなくても行きたくな

る、ちょっと散歩がてらに立ち寄りたくなるような、家族や友人とあたたかな時間を過ご

せるような庁舎・周辺施設はどうでしょうか？ 

特に、湖南市のこれからの未来を築いていく子どもたち・若者たちには「湖南市にこの場

所があってよかった！」と何十年も思ってほしいですし、彼らが大人になっても湖南市で

暮らしたいと思えるようなまちづくりの起点となるような庁舎・周辺施設・・・そういっ

た視点を大切にしていただきたいです。 

加えて、一般的な行政サービスはもちろん、文化スポーツ・教育・健康・まちづくりとい

った市民に一番身近な窓口が、住民に分かりやすく広く開かれている場所であってほし

いです。 

特に福祉については、「困っている人・関係のある人だけのもの」ではなく、すべての湖

南市民が他人ごとではなく、自分ごととして感じられる・・・そんな福祉のまちづくりを

行政、企業や法人、そして住民とが協働で、これまで以上に推進していくべきではないか

と考えています。全国的にも「福祉のまち」という歴史を知られている湖南市ですが、現

状を見ているとその歴史にそぐわないような印象を受けます。新庁舎建設が、「福祉の先

進地」と呼ばれるようなまちづくりを目指した、新たな一歩となることを強く強く願って

います。 

どんな人でも平等なチャンスや機会があること。 

そもそも、耐震面での建て替えということなので、旧庁舎を残して利用することに疑問を

持ちます。危険だから、建て替えなのでは？とすれば、解体が妥当かと思います。継続し

て旧庁舎を市民が利用できるということであれば、そもそも建て替える必要があるの

か？というところに着地してしまいます。 

既存の考え方に捉われずに柔軟な対応をしていただきたい。 

ひとつの方向性に絞ったとしても、将来的に変更可能な仕様にするなど。 

次世代を担う若い世代の人達からの意見が優先されることを願います 

人が集まる活気のある場所にしてほしいです。 

せっかくの駅前、湖南市の中心地なので、次回建て替えまでの向こう数十年、市役所を中

心に賑わえるな可能性を秘めた設計であってほしいなと思います 

石部に住んでるので、将来的に高齢化すると甲西の新庁舎まで行くの大変 

とはいえ東庁舎で市役所の機能何かやってたかどうか 

 



隣の図書館は潰さないで 

物価高で市民が大変な中で、市民負担による大きな借金をすべきではない。 

職員の方の働きやすさ環境衛生面。職員の職場環境が良くなければ、市民へのサービスは

低下する。また、窓口にトイレの臭いが漂ってくるが、市役所は市民をどうでも良い存在

と思っているのか。 

湖南市に活気が出て他市からも羨ましがられる明るい交流の場所 

市役所を建て替えるよりも子育て支援に税金を使ってほしい。三雲児童館の老朽化して

きているし、栗東市や甲賀市のように小学生まで使える子育て支援施設を作ってほしい。 

解体して欲しい 

庁舎だけがポツンと建築されるのではなく、他の市町のようにコンパクトシティ化や利

便施設を集約した未来象まで見据えた方がいい。 

立体駐車 

湖南市花火大会を市役所の屋上から見られるように  とか？ 

ドクターヘリ？ 

現在の市長様はじめスタッフの皆様を信頼していますので、皆様のご判断に賛同します? 

旧庁舎は、老朽化と耐震性能の不足のため、ということですので、旧庁舎を活用する場合

は、その点がクリアできなければ、そのままの状態で活用するのは不適と思います。 

そもそも耐震性、老朽化の不足で新庁舎を建設するのに、旧庁舎を残す意味が分からな

い。 

ありません 

市民スペースの活用として、養護学校に通っている本人、家族の憩いの場として気軽に立

ち寄れるスペースや、市の障がい児（障害者）の福祉サービスの情報が気軽に聞けるよう

なところがあってほしい。 

費用を抑える 

長い間論点になっていたであろう金額について最優先で考えて欲しい。 

市民のスペースは新庁舎にあれば良いので、建物を残す必要はない。 

土地が余るなら売って新庁舎の足しにして良いと思う 

民間企業に委託するなど 

継続的に利益が出るようにする 

もしくは競売にかけるという 

多角的な視点 

居場所 

耐震性の問題が顕在化しているから、新庁舎の建設をされるのに、何故その建物を今後も

活用することを考えられるのか。それならば、現庁舎での耐震性向上に対して、大切な税



金を使うようにすべきではないでしょうか。引き続き、遺産的な活用や災害時の避難場所

に活用することで、どれだけの費用が、どれだけの期間に必要となるのかを、しっかりと

考えて頂きたい。今後の市民への負担が必要となるようなことは避けて、湖南市の魅力の

向上、市民サービスの向上など、より取り組むべき課題に対応して欲しい。 

建物が残るのであれば、誰でも気兼ねなく気軽に立ち寄れる場所であって欲しいとは思

います。(無法地帯にするという訳ではないてます) 

過去の市長（町長を含めて）をはじめ、この町でご活躍された過去の住民たちがいたから

こそ今の湖南市の暮らしがあるということをいつまでも忘れないように、写真などの展

示スペースなど、過去を振り返る場所を少しでも良いので設けてください。 

オープンスペースを導入し市民や来訪者の憩いの場 子どもから高齢者までの世代間交

流等の場を整備をしてほしい 

老朽化がすすみ、危険な現庁舎を残しても、課題が残るだけなので古いものは残さず、新

しい湖南市のスタートとして、新鮮な視点で市民が身近に活用できる方向を考えてほし

い 

デザイン重視ではなく 機能や修理しやすさを重視して考えてほしい 

地域活性化が大きな目的だと思います。他の自治体には、失敗例が数多くあります。成功

例はあるのか？思い込みによる成功のシミュレーションだけを考えずに進めてくださ

い。五輪や万博に限らず、日本が計画するものは、後から「想定外の…」とか、根拠のな

い成長戦略とか、の理由で予算計画を簡単に反故にする例が圧倒的に多いと感じます。10

年後に幽霊屋敷になるのはイヤです。 

計画的をしっかり練ってください。 

自分のお金だったら、と考えて税金の使い道をしっかり考えてほしい 

人口減少、住民の高齢化の視点 

新しい庁舎で働きたいのは理解できますが、お金を払うのは私たちです。まず、災害対策

を充分にするべきです。 

湖南市は交通の要所です、災害対策と同時に朝夕の渋滞対策を完了してからに、災害復興

期間は全ての税金免除法がありますが何年を考えていまか。非自治会員の差別化を考え

いますか？ 

避難所のプライベートや寝袋、下水が発達していますが対処や備蓄非常食は市民の何ヶ

月有りますか？庁舎建て替え決議に対して市民は何も知らないのですが住民投票をして

ください。災害時全員が被災者です、警察 消防 医療関係者は対処義務を決意している

様ですが、役場の職員にはそれが欠けていると思います。年金市民は自分生活を立て直す

だけでも出来ないと思われます、市営住宅の増設で湖南市政を変えていく事が先に思い

ます。 

現庁舎は取り壊して駐車スペースにすることで 



新庁舎と文化ゾーンの一体的な駐車利用活用が 

可能です。また、平面駐車場はイベント広場としても共用できます。 

極力費用はかけないで、地域の人が活用しやすい役場にしてほしい。 

税金の無駄遣いと思われないよう誰でも行きやすいやりやすいようにしてほしい 

正直に申し上げると、この文章をお送りするべきかどうか、迷いました。 

一市民の立場から計画のあり方に言及することが、過度な批評として受け取られないか

という懸念もありました。 

しかし同時に、市民として感じている疑問や違和感を言葉にすることを躊躇し続ければ、

議論そのものが生まれず、結果として何も変わらないまま時間だけが過ぎてしまうので

はないか、という思いも強くありました。 

そのため、本計画がより良いものになることを願う立場から、やはり意見をお伝えするこ

とにしました。 

 

本アンケートを通じて市が旧庁舎のあり方について市民の意見を丁寧に拾い上げようと

している姿勢は、今後の公共施設整備において重要なプロセスであり、その点は市民とし

て有難いと感じています。そのうえで、計画の根幹に関わる視点について意見を述べさせ

ていただきます。 

 

まず、設問で示されている「大切な視点」は、安全性、災害対応、費用対効果、将来負担、

利便性、環境配慮、にぎわい、子ども・若者、歴史の継承など、いずれも公共施設として

満たされるべき前提条件であり、市民が優先順位を付けて取捨選択する性質のものでは

ないように思われます。これらは「どれを選ぶか」ではなく、「すべてをどう両立させる

か」を行政が専門的に設計すべき項目であり、市民に選択を委ねることで市民として必要

な判断の軸が曖昧になってしまう懸念があります。 

 

特に重要だと感じるのは、「にぎわい」という言葉の扱いです。にぎわいの創出は多くの

自治体で掲げられてきたキーワードである一方、その定義が曖昧なまま施設整備が進め

られた結果、施設が日常的には使われず、イベント時のみ一時的に人が集まる空間や、運

営コストに対して利用頻度が低い施設が生まれてきた事例も少なくありません。したが

って、本計画において問うべきは「にぎわいを生むか否か」ではなく、「なぜ今この場所

ににぎわいが必要なのか」「それは誰のどのような生活場面を支えるものなのか」「日常と

非日常のどちらに軸足を置くのか」といった、質と目的の明確化であると考えます。 

 

また、旧庁舎の扱いについても、「モニュメント的活用」「市民スペースとしての活用」「解

体して駐車場」という三案は、それぞれ方向性が大きく異なる一方で、その中間に位置す

る現実的な選択肢が十分に検討されていない印象を受けます。例えば、建物全体を保存・



活用するのではなく、規模を縮小した部分保存や、用途を混在させた運用、あるいは建築

的・記憶的要素のみを継承する方法など、将来の人口減少や財政制約を前提とした柔軟な

選択肢も含めた検討が必要ではないでしょうか。 

 

さらに根本的な問いとして、この場所が湖南市にとってどのような未来像を担う拠点な

のかが、現時点では十分に言語化されていないように感じます。人口減少社会を前提に、

市民の日常生活の質を高める基盤とするのか、市外もの子どもや若者世代を惹きつける

象徴的な場とするのか、あるいは物流の中間拠点としての利点を活かし交流人口の創出

を目指すのかなどの「主軸」によって、必要とされる機能や規模、投資のあり方は大きく

異なります。この将来像こそが、市民に最初に示されるべき判断軸であり、そのうえで具

体的な活用案について意見を求めることで、より建設的な合意形成が可能になると考え

ます。 

 

どの価値を「主軸」とし、どの価値を「補助的に位置づけるのか」という優先順位を明確

にしなければ、結果としていずれの目的も十分に達成されない中途半端な施設になって

しまう危険性があります。市民にとって重要なのは、「どれも大切にします」という包括

的な表明ではなく、どの価値に最も重きを置き、その判断に至った理由が何であるのか

を、市が自らの言葉で説明することだと考えます。その選択には当然賛否が生じると思い

ますが、だからこそ市民は、その是非について具体的に意見を述べ、議論に参加すること

が可能になります。 

 

庁舎整備は単なる建築計画ではなく、今後数十年にわたる市の姿勢や価値観を可視化す

る公共的な意思表明でもあると思います。多くの自治体が同様の課題に直面する今だか

らこそ、湖南市が安易な流行語や前例に依存するのではなく、自らの状況を正面から見据

え、判断の理由を市民と共有しながら進める姿勢を示すことが、結果として市民の信頼と

参加意識を高めることにつながるのではないでしょうか。 

 

本アンケートが、単なる意見集約にとどまらず、市と市民が同じ問いを共有するための出

発点となることを期待しています。 

 

----- 

 

加えて、本アンケートそのものの位置づけや意義について、市としての問題意識や説明が

十分に共有されていない点に、強い違和感と危機感を覚えています。市民アンケートは、

単に意見を集めるための形式的な手続きではなく、本来は「何を市民に問い、どこを市民

と共に考えたいのか」という行政側の思考の深さが問われる場であるはずです。 



 

しかし今回の設問構成からは、このアンケートによって何を判断材料とし、どのような意

思決定につなげたいのかが見えにくく、市民の思考を促す問いとして十分に設計されて

いるとは言い難い印象を受けました。そのこと自体が、市民参加のプロセスを形骸化させ

てしまう危険性を孕んでいるように感じられ、非常にもったいない機会の使い方ではな

いかという思いがあります。 

 

庁舎整備という、今後数十年にわたって市の姿を規定する重要な計画において、市民が

「何を考え、どこに意思を示すことが求められているのか」を明確に理解できないまま意

見を求められる状況は、市民参加の本来の意義を十分に活かしきれていないのではない

でしょうか。だからこそ、アンケートの設計段階においても、行政がどの論点を重視し、

どの部分を市民と本気で議論したいのかを、より率直に示していただきたいと感じます。 

子育て世代の移住、定着が増えそうな体験教室を定時開催する場所が欲しい。 

機能を分散させ、災害時には西庁舎も活用できるように 

東庁舎の安全性、災害対策は勿論大切だと思います。次に考えて頂きたいのは跡地よりも

西庁舎ではないでしょうか。 

現庁舎は大地震で倒壊する危険性が大きいのであるなら、取り壊しをし、跡地は駐車場に

し、災害時の避難場所として活用すればと思います。 

1 つの目的に合わせて計画するのではなく、災害時対応から市民の活動、休憩など多目的

に使えるスペース作りを目指してほしい。 

耐震不足や老築化の問題で新庁舎を建てる計画という事なのに残す方向の話があるのが

不思議。残すならそのまままだ市庁舎として使えば良い。一方で大規模災害時対応には新

市庁舎周辺に余裕のあるスペースが必要になってくる。要らなくなった物を残しておく

必要性や余裕はない。 

旧庁舎は、耐震性に問題があるなら 

解体して駐車場にすべき。 

新庁舎は、岐阜にある、 

みんなの森岐阜と、その横の岐阜市役所を見習って欲しい。見たことなかったら一度、見

てみて。絶対、参考になるから。 

あそこまで、すごいのは予算的には無理だろうけど、参考にはなると思う。 

解体してキャッチボールができるような大きな広場(公園)にしてほしいです。 

将来を担う子ども達に負の遺産にならない誇れる活用方法を残すべき。 

古くなった箱物は潰して 会議や大きな集会ができる建物にしてほしい 

市としての公共施設のあり方を考えた上で最小の経費で最大の効果を得られるように考

えてほしい。 



,市民グランドはなくなったがこれにかわるものはあるのか 

.消防署はどうなったのか 

.西庁舎はどうするのか 

老朽化と耐震性能の不足で、倒壊の恐れがあるから新庁舎建築なのに、倒壊の危険性があ

る旧庁舎を解体せずに活用するのは私はおかしいと思う。 

安全性を重視しての新庁舎建築なのに、危険性のある旧庁舎を活用するのは、大前提であ

る安全性を無視していることとなる。 

活用ができるのならば、建て替えの必要性も無い。 

旧庁舎を残し活用した場合、固定資産税や修繕費などの費用がかかる上、災害等で倒壊で

もしたら大惨事になり、「市民の意見・要望」で残したとしても、市が危険予測を怠った

責任になると考えられる。 

実際、いつ解体しても費用はかかる。だが災害が起きてから解体となると、通常の費用よ

り割り増しな上時間もかかるし、その建物内に人や物の損害を考えれば、かかる費用は痛

い出費になると考えられる。 

なぜか、ヨーロッパにたくさんある、庁舎前の広場の雰囲気が良いなと感じます。 

官民一体型の市政を希望 

子育て世代が雨の日でも子供を連れて遊ばせられるような場所にして欲しい。子育て中

から利用していれば、市民は将来長きにわたって利用して行けると思います。 

決定してしまってから意見しても遅いのかもしれないが現在の建替え案が市の財政に見

合ったものであるか些か疑問に思います。 

市の財政を後々圧迫しないかと不安に感じます。 

耐震性が足りないから立て替えるのに、潰さず使い続けるのは道理が通らない 

使い続けられるなら建て替える必要ないではないか！ 

これから人口減るのだから小さい物で充分だ 

新設庁舎移転にあたり、西庁舎他も含め統合できる設備を先手でご検討ください。 

他市でも成功されてる事例をテレビで観ました。 

人口減も含み今後若い方に負担とならない事をせつに願います。 

後から考える事のなき様お願いします。 

私たちの大切な税金で建設されるのであまり大きな建物はいらないと思うので小さくて

も小回りが聞くような建物にし税金なので大切に運用して欲しい！。 

わざわざ耐震不備と理由をつけて皆の税金を使う割に旧庁舎を残すという意見を残すこ

とこそが意味不明。子供達に負債を残す元校長ですね。また、色々な話を年齢を区切って

年配の方の意見は無視する意見交換会は市民に開かれていない市政だと考えます。公平

な市民投票で決めてほしい。 

無駄に広い建物にならないように 



維持費がかかるし基本的には解体で 

建物の耐久性や老朽化は、致し方ないが、業務(サービス含め)の見直しも併せて実施して

ほしい 

跡地利用としては、中途半端な施設ではなく、費用が増額しても、湖南市民の為の有効な

施設を作ってもらいたい。例えば、健康になる、健康になりたいと言うコンセプトから、

食の情報、医療情報、トレーニング場所等、健康に関する全てのものがあり、市民が気楽

に立ち寄れる場所と言った施設があれば有り難く思います。 

そもそも建て替え場所が現駐車場な事が不満。せっかく血税を使うのだから、場所建物と

も妥協せずに建ててもらいたい。 

東庁舎と西庁舎が分かれており非常に不便です。 

土地の有効活用 

湖南市は通り道になりがちなので、他の地域からも『来る目的』となるような、公園施設

を作って欲しい。 

湖南市民にとって有意義な活用ができればと思います。例えば、現在の図書館は机や椅子

が少ないと思うので読書や自主学習等ができるフリースペースにしたり、軽い飲食がで

きる休憩スペースにしたり、日常的に活用できる場がほしいです。(守山市の図書館にあ

るカフェや米原市役所にある時間外でも使えるスペースのようなものが理想的) 

また、新市庁舎・文化ゾーン全体を含めて、緑の多い自然と調和したような空間になれば

嬉しいです。 

行きやすく、行った際わかりやすい 

石部宿祭りを検討できる場所として、広場・公園としてイベントが開催できる場所にして

ほしい。 

おしゃれなカフェを入れてたりして明るい雰囲気のみんなが入りやすい 場にして欲し

い 

早く綺麗になってほしい 

周りの市役所は綺麗に建て替えてるのに湖南市は古い 

湖南市は、住みやすいと思います。もっと他府県から湖南市に来るイメージを作って欲し

いその為にも滋賀県が活き活きすると各自治体も盛り上がるのでは無いかと思います。 

●【職員や利用者が使いやすくありつつ、無駄な費用や無駄な活用がない設計。】 

(派手で無駄な装飾をしない・新しく建替えたのに数年で修繕が必要にならないこと・隈

研吾のようなカビ、サビ、劣化問題がないこと・作ったものの必要がなくなり使われない

機能がないこと。など)  

 

●【計画中や建て替え中に、大幅な計画変更や中止などをせず、決まった予算範囲で確実



に建設して欲しい。】 

豪華な庁舎はいらない?? 

事務機能性を重視することが大切､市民の利用しやすいことが大事だと思う?? 

職員が多いのに市役所に用事があって行ってもすごく待たせてさっさとしてくれない。

何故なんですか? 前から職員が多すぎるのではないでしょうか?。たとえば定年の年齢

を 55 歳～60 にするとかそれと職員ののリストラを考えるのも一つの手かもしれません

ね。!よく考えて下さい!。 

5,6 年前の総合庁舎計画時の 60 億から 120 億以上へ金額が上昇した理由の説明が不足し

ている。 

東庁舎の話ばかりだが、西庁舎や石部文化ホールや他の公共施設などを今後どのように

していくのかを複合的に考える必要があるはず。 

以前も石部文化ホールを説明不足のうちに解体しようとしたり、消防署の移転も説明不

足で白紙に戻ったと聞く。庁舎の計画や金額の変更などと同じく丁寧な説明が必要だと

思われるが、一部の者と対話をしてきたなどと言う屁理屈で市民全体への説明が圧倒的

に不足している。 

そういった説明不足の内容を市民にしっかりと説明する事が「大切な視点」であるはず、

断じてじゅうぶんな対話などはなされていない事を理解するべき。 

東庁舎の事を聞きたいなら、「東庁舎は大事な建物だから壊したくない」などと言ってい

た自分勝手な連中に聞けば良い。もしくはその連中に、これ迄の一連の流れを説明でもさ

せてからの話だろう。 

とにかく「大切な視点」が理解出来ないならば、市長以下職員は市民や未来を生きるであ

ろう今の子どもたちに恨まれても仕方ない。 

住民投票してほしい 

マルームのような自習室 天気が悪くても子供が楽しめて、親が安心な児童館 高齢者

が寄って運動できる場所 

湖南市は高齢の方が利用できる公共施設が有りません。安価で温泉を利用したり、運動し

たりして、健康維持のために活用出来る施設を検討していただけると嬉しいです。 

市民や住民だけの利用施設に終わらず、民間法人をテナントとして迎え入れる事も考え

てはどうだろう。 

 

３階と４階の全フロアを法人に貸し出す。 

例えば、 

３階を二分割し、一つは「まちづくり関連の企画法人」、もう一つは「健康関連業種の法

人」とする。 

４階の個室タイプは、３階テナント法人各社の資料室・会議室等とする。 



 

テナント条件として、「湖南市の町づくりの何らかのことに協働してもらう」、「協働内容

をテナント応募時に示してもらう」。 

テナント料金は格安レベルに設定する。 

 

躍動感のある建物であってほしい、と願っています。 

県内でも、外国籍住民の人口比率が断トツの湖南市です。 

 

違った認識をしていたら許して下さい。 

 

「共生」を図る一つとして、「外国籍住民の日本語教室」を常設してはどうだろう。 

 

２階の半分のフロアはそれに充てる。 

はじめの基本計画や設計にかけたお金と時間は何だったのか説明が必要では？そのこと

に対し誰も責任を取らないのか、市役所の仕事とはそんなものなのか。 

無駄な建て方しないでほしい 

利便性 

耐震の問題で建て直し、なので、 

一度取り壊してはほしいが、 

地域の人が寄れる、活用できる、スペースがあれば活気づくのではないでしょうか。 

雨の日でも小学生や幼児が遊べるスペース、中高校が勉強できる自習室、年配者含む誰で

も使えるフィットネス、海外からの方も多いのでその方たちも交流できるスペース、財源

が難しいかもしれませんが、みんなが使用できるスペースがあればいいなぁと思います。 

これから高齢化がさらに進むので、バリアフリーはもちろんですが、高齢者の居場所的な

ものも考えられるとよいのでは？ 

災害時等の危機管理が出来る施設として考えてください。 

湖南市周りが全然発展してない 

こんなアンケート必要ない 

安全な新しい遊具が他市に比べてまったくない。 

公園の整備、室内での幼児の遊び場をお願いしたい。 

パン屋や喫茶店などの飲食店を充実させて過ごせる場所を作って欲しい 

庁舎の耐震性に問題があって建て替えが必要となっているのに、その庁舎を残して利用

するとの考えが理解できない。 

市民等が旧東庁舎を利用中に地震が起きて被害が出れば市としてどう弁解するのか、AＢ

案ともに反対です。 



湖南市には、子ども達が安心して遊べる公園や遊具が非常に少ないと感じています。既存

の遊具も劣化して使用禁止のことが多く、外遊びしたい時は、近隣他市に遊びに行ってい

ます。ハード面ソフト面共に、街全体で子どもを大切にするという雰囲気がないと、若い

世代から選ばれないのではないかと思います。新しい庁舎建設に関して、子どもは社会の

宝、みんなで大切にしようというメッセージを感じられるような温かい視点を取り入れ

て欲しいと思います。 

湖南市が子どもを産み育てたいと感じられる場所になるための拠点 

地域柄、車移動をメインにしている市民も多いと思うので、障害の有無関係なく長距離歩

行が困難な方たちが、市役所に行きやすい環境整備が必要と思う。 

耐震などの不安な建物を残すということは新たな費用が発生することや、駐車場確保の

問題などは出てこないのでしょうか。 

他市よりもいろんな設備が古く思います。 

今後の災害や働く人の安全のためや、市の活性化や若い世代も住みたくなる環境作りも

視野に新しく明るい湖南市に生まれ変わって欲しいです。 

いつまで市民の意見を聞いたり、ワークショップをしたりしているのか。暗いし、寒々し

いし、荷物や書類が積んだりしている現状を早くなんとかしてほしい。 

中央区周辺には風水時の緊急一時避難場所がないため、立体駐車場を設けて緊急一時的

な避難場所とすべき。 

無駄にならないこと 

明確な税金の使い方→わかりやすく説明 

文化的な賑わいのある建物として活かして欲しい 

４階の議場を、市民の合唱団やコーラスグループの練習活動に開放してはどうでしょう。 

 

練習場所の苦労の有無も知らないので、的を射た意見でないかもしれませんが。 

 

もし、検討対象になるのであれば、前向きに考えてほしいと思っています。 

 

守山市、大津市、彦根市などでは、年末に第九合唱コンサートが開かれていると聞きま

す。 

 

湖南市では、早春コンサートが第１９回を迎えられます。 

湖南市は、名を馳せている吹奏楽団、生徒さん達の吹奏楽団、三雲まちづくりセンターを

拠点の歌のグループ、等々のように音楽の高まりのある町です。 

そしてまた、宝塚歌劇団のトップスターを輩出した町です。 

 



ほんとに素晴らしい！ 

できれば、成年混声合唱団の誕生を期待しています。 

 

議場の有効活用として是非に 

駅へ抜ける際の動線 

太陽光パネル設置だけはやめて頂きたいです。コストがかかるわりに電力供給も不安定。

無機質で景観にも悪い。 

夢がない、殺伐とした旧役場跡地にしてはいけないと考えます。 

耐震性は大事です。 

地域の方も気軽に行ける施設にして欲しい 

活用したいという思いはわからないわけではありませんが、維持コストを踏まえると将

来に大きな負担をかけることになりかねないと思います。無理になにかに活用しようと

考えるよりも、新庁舎にその機能を持たせ更に充実する方向で考えたほうが前向きなア

イデアが生まれると思います。 

課の配置が東と西で分かれていてわかりにくいので、一つの場所で用が済むようにして

ほしい。また、市役所に行くために平日休んで行かなければいけないことが煩わしい。毎

月の時間外開庁を増やしてほしい。以前と比べ職員の対応は良くなったが、愛想良くして

ほしいし、来客があれば見て見ぬふりせず、すぐに対応してほしい。 

旧庁舎は災害時の拠点となってほしい。耐震性が課題なのであれば、解体し、災害時に市

民が集まり、支援を受けられる場所にしてほしい。災害時以外は市民が集う場所として活

用したら良いと思うが、歴史云々は不要だと思う。 

災害の際、野外避難所としても使えるよう、備蓄倉庫やベンチ釜戸など、実用的に使える

ことが必要。 

財政に負担をかけないよう、箱物を新たに建てる必要はない。 

今の庁舎は耐震性が無いのであれば、解体すべき。 

旧庁舎（現東庁舎）については、単なる跡地活用や暫定利用ではなく、 

障がいのある人の地域生活を支える「障害福祉事業所」を設置することを前提に検討すべ

きである。 

重度化・高齢化、親亡き後への備え、人材・受入れ不足といった湖南市の構造的課題を踏

まえれば、 

福祉機能の拠点化は「選択肢」ではなく「必要性」である。 

建物自体は既にあり、耐震診断では新基準を満たしていないものの、 

直ちに使用できない状態ではなく、用途を限定すれば十分活用可能と考えられる。 

新たに多額の整備費をかけて建設するよりも、既存建物を活用して障害福祉事業所とし

て使う方が、現実的かつ合理的である。 



また、アール・ブリュットもそこで啓発すればいいと思う。相乗効果が出ると思う 

西庁舎、東庁舎と分けずに一つにまとめて欲しい 

甲賀市市役所（水口町）のように大きな駐車場が必要。現行は大広場がないので色々活用

できる。 

建物を残すなら、耐震補強が必要なはず。ものすごくお金がかかるから建て替えになった

はずなのにどうするのかな、とちょっと疑問 

モーダルシフトにむけて、無料駐車場や駐輪場を作って、なるべく甲西駅から電車に乗り

やすい環境をつくるべき 

市議会での字幕放送付のテレビ放送､及び緊急災害対策等､一般的ニュース等､順番待ち

の呼出等の設備等を設置する事です。 

人が集まる施設にするというのは、人口減少もあり難しいと思います。未来の人の負の遺

産とならないようにするのが大事かと。 

市内の人だけでなく、市外あるいは国内の人が訪れ、湖南市の知名度が高まるような工夫

を加えて欲しい。例えば、ポケモンのマンホールキャップ「ポケふた」を設置して欲しい。 

耐震補強した旧庁舎は景観上悪い。 

環境に配慮して欲しいです 

駐車場と駐輪場にする以外の選択肢はないと思います。東庁舎は駅から近いとはいえ、草

津線利用者数から察するに役所へ行くのに電車&徒歩の人はあまりおられないでしょう

し、徒歩利用者も近隣のごく一部で、ほとんどの市民が車や自転車(今の東庁舎の駐輪場

を見てほしいです。放置車両、ゴミ、屋根があるように見せかけて雨漏り、監視カメラも

なく囲われているので死角過ぎて今どき何があるか分からなくて危ない、あらゆる理由

から使いたくても使いたいとは思えません。)で役所に行っているとおもいます。今回の

跡地はもちろん、その他の部分でも言えるのですが、なるべくバリアが少なくエコできち

んと管理が出来る(予算が割ける)ような工法にしてほしいです。段差を減らしスロープに

したり、施工にも管理にも無駄にお金がかかってしまうレンガ調のようなデコボコした

地面や滑りやすいタイルみたいやつとかインターロッキングは本当にやめてほしい。甲

西大橋の歩道の四角いタイルは滑りやすいうえにボコボコにはがれて危ないがずーっと

そのままです。平松交差点の辺りの歩道もデコボコで歩道なのにバリアしかありません

がずーっとそのままです。そして、緑化だかなんかのために歩道側に植えられた木の立派

な生命力なのでしょうが、ぐんぐん地中を伸びた根っこのおかげで歩道は波打ったり斜

めになったりしています。自転車のハンドルが取られて危険を感じます。駐車場に木を植

えているようなパースをよく見ますが、落ち葉や剪定、根っこのことや害虫の問題もあり

ますし管理が大変です。もし木を植えるならせめて低木にして欲しいなと思います。 

新庁舎を建てる前提でのアンケートに意味をなさない。年間通じて市民一人が市役所に

行く回数は 1 回あるかないかなので無駄な税金投入はやめてほしい。 



新庁舎など要らん 

無駄なことばかりするな Q1 

選択肢ない 

対話を積み重ねてきたとはどういう事か？60 億から 120 億以上になった理由の説明が無

いはずだが？ 

原材料費・人件費などの高騰が原因だとでも言うのだろうが、高騰するのは計画時から予

想されていて 60 億の時点で建設する事が望ましいという話だったはずだが？ 

なぜ 60 億の時点で建設できなかったのか？それを 120 億以上でしか作れない状況にし

てしまった経緯とその様になってしまった原因の検証が必要だ！それを全市民に説明を

してからの話ではないのか？ 

一部のサクラの様な市民と対話をしたというアリバイだけで 120 億以上にもなる事業を

強行するというのは誠実とは言えないのではないか？ 

ともかく、こんないい加減な話はあり得ない！こういった批判的な意見もホームページ

や広報誌に掲載するなどして市民へ問題意識を示すことが誠意ある対応ではないのか？ 

 

こんなフォームを作ってまで意見を頂戴しましたという言い訳をしたいのだろうが、こ

ういった意見を読んでいる職員の皆さんはどの様に感じているのだろうか？市内在住の

職員さんは仕方なく業務を行っているのだろうし、湖南市外の職員さんはこんな市に住

んでいなくて良かったと思っているのではないでしょうかね。 

・新庁舎の移転が決定したのですか？ 

私は不要と思いますが 

  

現在の庁舎が新耐震基準を満たしていないとあるが時差があるので当然の事でせす。建

設時に何年先を見越していたのですか？？ 新基準を追いかけ工事するだけの財源がど

こにありますか(金なしで車、家買えますか？)  

 

新耐震基準を満たしていないから、というスタートが間違いと思うが。それとも有り余る

財源があるのですか？ もし財源が有るのならば金は有ります将来を見越して問題にな

る額の借金ありませんと市民に教えて下さい。 

 

役所の役割はその機能をしっかり市民生活の為に果たす事にあり、賑わいとか交流とか

全く関係ない事と思うが。 

建て替えありきではなく耐震補強等のあらゆる視点での検討をお願いしたいまた建て替

えの費用も市民に分かるように説明をしてほしい。 

建て替えの必要なし 



税金の無駄遣いするな、補強でいいやろ。そもそもマイナンバーカードで利用する頻度下

がってるのになにが新庁舎だ。マジで無駄。そんな無駄遣いするならまだ観光地的な何か

作った方がよっぽどマシ。こんなのに税金使いたくない。 

耐震性の問題もあるかもしれませんが、本当に資源の無駄にはならないでしょうか。私の

勤め先はもっと古い建物です。私から見たら丈夫そうに見えます。市役所職員ばかり何も

かも良い事ずくしにしか見えません。 

税金使いすぎ、前に立替の設計図面で憶かかってるのにまた税金で設計して金かけてい

る甲賀市みたいな立派な建物いらない消防署も現地の立替がいい 

前回の設計費はどうなるのですか？市民の大事な税金どのように考えてますか？説明し

てください。 

湖南市の庁舎整備については、新しい庁舎を建てる前提で進んでいますが、「これからの

湖南市にふさわしい行政サービスのあり方は何か」を起点に議論すべきだと考えます。 

安全性の確保は、現庁舎の耐震補強によって十分に達成可能です。一方で、防災や行政機

能を一つの庁舎に集中させることは、災害時のリスク集中にもつながります。学校や公民

館など複数の拠点をネットワークで結び、分散型の防災・行政体制を構築する方が、湖南

市全体としての強さにつながります。さらに旧石部庁舎も現存し、分散型のモデル庁舎と

して他の自治体よりもやりやすい環境条件にあります。 

また、住民の利便性は、立派な庁舎の有無ではなく、「生活圏の中で、あるいはオンライ

ンで、どれだけ行政にアクセスしやすいか」で決まります。公民館や図書館、商業施設な

どに行政サテライト窓口を設け、オンライン申請・相談を拡充することで、「庁舎に行か

なくても済む行政」を実現できると考えます。 

人口減少と財政制約が進む中で、巨大な新庁舎を建設し、今後数十年にわたり維持管理費

を負担し続けることは、将来世代にとって重い固定費となりかねません。それよりも、現

庁舎の耐震補強と必要最低限の改修にとどめ、分散拠点の整備やデジタル基盤、人材育成

に投資する方が、変化の大きい時代にふさわしい選択だと考えます。 

以上の理由から、湖南市には「庁舎建て替え」を前提とするのではなく、 

1. 現庁舎の耐震補強による安全性確保 

2. 行政機能の分散化とサテライト窓口の整備 

3. オンライン申請・相談の拡充 

4. 防災・BCP の多拠点化 

を柱とする「分散ネットワーク型の行政モデル」への転換を検討していただきたいと考え

ます。 

湖南市が、箱物ではなく「しなやかで変化に強い仕組み」に投資することが、将来世代に

対する責任ある選択だと考えます。 



本当に建て替えが必要ですか？ 

利権からんでませんか？ 

補強ではダメなのですか？ 

日本人として誇れる判断をお願いいたします。 

耐震補強で対応できないか。 

①そもそも新庁舎建設はいつ決定したのですか？建設費用がコロナに充てられたために

建設が延期されたとなっていますが、前市長の時に何度も耐震診断されて新庁舎建設か

耐震改修か検討されていたように思います 

②今回のアンケ－トの（Ｂ案）市民スペースとして利活用という案がありますが、その場

合は安全性を考慮して耐震改修すべきです 旧庁舎は耐震改修できたのですか？その場

合新庁舎建設は必要ですか？ 

③今後人口も職員の数も減る方向だと思います 新庁舎建設費用が今後の若い人の負担

になるのであれば、できるだけ無駄を省きコンパクトで維持費が最小限に収まるような

庁舎にすべきと思います 

 もし湖南市に人口が増えるような施策があるのであれば別ですが・・・ 

新庁舎建設が決定したのであれば、市民に決定の成り行きや費用についてもきちっと説

明してほしいです（このＨＰをどれだけの人が見ていますか？） 

古いから、壊れたからと言ってその都度新品に変えるのではなく、直し補修し次の時代に

つないでいってもらいたい。 

建て替えは必要なのか？湖南市は、他の市に比べて何もしてくれない 

住んでいるメリットがないのに、またお金使うの？ 

まだ使えるので、建築不要だと思います。 

いる！こわされたくない 

そんなとこに大金出すより 

湖南市市民一人一人に現金配布してほしい 

一部の人だけが利用するためだけに多額の税金を使うのはやめて欲しい。 

各自治会館など既にあるものを利用すれば良いだけなので市役所、災害対策本部として

の設備があれば充分だと思います。 

まずはじめに、広報こなん 2 月号に新庁舎への建て替え移転が決定したことを受け…と

の事で、「東庁舎の今後」について市民の意見を募集します。となっている。 

そもそも昨年の 12 月議会で総務部長が議員の質問に「議会の決定、議決そのものはいた

だいてございません」…と答えているように建て替えは正式に決まったものではないわ

けです。 

いったい、何処のどの場所で決まりましたか？教えてください。 

広報こなん２月号の東庁舎を今後どうするか？！は建て替えありきの計画を押しつける

アンケートに他ならない 



東庁舎は、築４６年 IS 値が低くても、耐震補強、リノベーションで長寿命化できる道を

選ぶべきである。 

問１－１で現庁舎のあり方を検討する視点選択で 

１.安全性（耐震性、老朽対策）を優先して欲しい。8.市民が利用しやすい施設として活用

…9.交流の場…として活かしてほしい…となっていいる。 

つまりこれらを実現さすことは、耐震補強改修抜きに不可能である。 

耐震補強改修、できるなら高い１２５億円かけて、新庁舎建設は必要ないと考える。 

物価高騰による給付金や支援金、他府県が実施している給付金や支援金を湖南市もして

ほしい。 

非課税世帯に現金の給付金を実施してください 

草津市でも、物価高騰による現金給付 8000 円を検討されてますが、なぜ湖南市は現金給

付かないのですか。 

庁舎の建替えもした方がいいと思いますが、減税より現金給付がほしいです 

インターネットは令和、行政環境は昭和。学生だけではなく、家庭にもタブレットを渡

し、電子投票、湖南市からのお知らせなどちょっと紙ベースの無駄な行政はやめよう。紙

投票に名前書くのは 100 年前やろ！いちいち選挙ポスター貼るのはやめよう、うるさく

名前だけ叫ぶ選挙車もやめよう。行政もいっぱいあるやろう。いちいち紙で作って、あち

こち配布するのもやめよう。税金、もったいない。市民の声も、行政の声も、お互いに楽。

足も不便なのに、運転も出来ないのに、住民票取りに市役所行かなくちゃ、昭和か。タブ

レット活用！1 台 1 万円なら良いタブレット買えれる！2 万世帯？2 億。湖南市予算いく

らなのか、その内公務員の給料でいくらながれてるのか考えたら、2 億、笑笑だろう。 

湖南市民は無料で遊べる施設が希望 

庁舎建て替えが必要かもしれないが、 

学校への予算ももっと考えて欲しい。 

給食のメニューも明らかに貧相になっているし、学校行事に対する家庭からの実費も多

い。 

市民がもっと充実を感じられるような、税金の使い方をして欲しい。 

湖南市は田畑の割合が多く新たに家を建てる場所があまりないので、他の市に転出せざ

るを得ない傾向にある。市役所建替えにお金を使うより、税収増人口増となるように住宅

地を増やしたり、滋賀で住みたくない No.1 の湖南市ではなく、住みたい地域となるよう

な都市計画をして欲しい。 

石部図書館を残して欲しい 

雨の日に子どもが遊べる施設が湖南市にはないので、体を動かして遊べる施設も考えて

欲しい 

税金の無駄遣いはやめてほしい。市民が本当に必要なものに使ってほしい。一部の人が得

をする、市議会議員や特権階級の人の見栄で、税金を使うような、不必要なものはいらな



いので 

旧甲西地区をメインとする開発整備傾向を感じています。高齢になり、車が運転できなく

なると、石部は住みよい街にはならないのではないかと、不安があります。 

役所の手続き、図書館さえも遠い東庁舎まで行かなければならないと思うと心配なこと

です。 

湖南市も聞かれておすすめできるところ、発展してるところがすくなすぎる。そのため、

草津に流れてしまうなどしているのではないか。 

特に甲西駅前など田んぼや空き地になっているところが多すぎて、複合施設や住宅など

開発することで、若者がもう少し集まり自然に活気が生まれてくる地域になると思う。 

放置されている市営住宅をなんとかして下さい。 

市民税を安くしてほしい。 

図書館、ホール、福祉施設、総合的な移転建替えを、不要な土地は売却して資金に、借地

であるなら、尚の事、また、農業調整区域の宅地転用も大幅に緩和して、人口増の税収ア

ップに繋げて、湖南市で農業する必要はない 

草津から引越しして１５年が経ちます。 

国道沿いの無法地帯の空き店舗 

廃墟のようになっています。 

土地の所有者に対し湖南市からも 

発信して欲しいです。 

空き店舗を改善される事で 

もっと湖南市が活性化されると思います 

圃場整備された田んぼを手放せるように手続きしてほしい。田んぼとして活用されてい

ない部分が多くなってきているので団地や工場の誘致して湖南市を住みやすい市にして

ほしい。利用価値が無い、売却ができない田んぼの件で子供達に迷惑をかけたく無い。早

く手放せる事を願う。 

体育館の予約が取りにくい 

スポ少等、運動できる場所をトイレをきれいにリフォームして増やしてほしい 

 


